中間市チャレンジショップ　第１次審査評価基準例

1． 管理運営方針

（１）基本理念

①施設の設置目的との整合性

	基準（３点）
	「チャレンジショップ」の施設としての認識、街の賑わいの拠点としての活用方針等が記載され、公平な利用促進が示されている。

	加点内容
	指定管理を受けるに際し、独自の計画（サービス面、事業内容など）を示している。

	減点内容
	現状の事業・管理内容を下回る計画が示されている


　　②利用申込等の公平性
	基準（３点）
	利用申込等の公平性が保たれている

	加点内容
	標準を上回る利用申込等の公平性が保たれている

	減点内容
	利用申込等の公平性が保たれていない


２．運営体制

（１）人員配置

①必要な人員配置及び勤務体制

	基準（３点）
	常勤職員1名以上と窓口職員1名以上の配置

	加点内容
	標準を上回る職員配置

	減点内容
	標準を下回る職員配置


　　②責任者や経験者等の適切な職員編成
	基準（３点）
	館長職（１名）と経験者1名以上の配置

	加点内容
	標準を上回る職員編成

	減点内容
	標準を下回る職員編成


（２）支援体制

　　①出店者への育成支援
	基準（３点）
	育成支援の記載がある

	加点内容
	具体的な育成支援内容が記載されている

	減点内容
	あいまいな育成支援や内容が記載されていない。


３．事業計画

（３）自主事業

⑦自主事業の実績とセールスポイント

	基準（３点）
	前年度と同等の事業実績及び事業実施内容

	加点内容
	標準を上回る事業実績数及び事業実施内容

	減点内容
	標準を下回る事業実績数及び事業実施内容


４．収支計画

（１）経営の効率化

　②指定管理料の妥当性

	基準（３点）
	７，３００千円

	加点内容
	標準より安価な指定管理料で収支計画と比較して無理のない金額設定

	減点内容
	著しく安価な指定管理料で収支計画と比較して無理のある金額設定


５．その他

　（１）団体の経営状況

①申請団体の経営状況

	点数
	採点基準

	１点
	以下の２項目以上に該当する。

・損益計算書又は収支決算書で損失が出ている。

・貸借対照表において債務超過である。

・貸借対照表に置いて流動比率が100％を下回る。

	2点
	以下のいずれか1項目に該当する。

・損益計算書又は収支決算書で損失が出ている。

・貸借対照表において債務超過である。

・貸借対照表に置いて流動比率が100％を下回る。

	3点
	―（該当なし）

	4点
	―（該当なし）

	5点
	以下のいずれにも該当しない。

・損益計算書又は収支決算書で損失が出ている。

・貸借対照表において債務超過である。

・貸借対照表に置いて流動比率が100％を下回る。


（２）安全管理・情報管理等

　②安全対策、防犯、防災対策
	基準（３点）
	「安全対策」「防犯」「防災」に関して適切な対策が示されている

	加点内容
	独自のマニュアルなどを設ける記載がある

	減点内容
	十分な記載がない


　　③個人情報保護、守秘義務、情報公開、文書管理

	基準（３点）
	「個人情報保護」「守秘義務」「情報公開」「文書管理」に関して関係法令を遵守する

	加点内容
	独自のマニュアルなどを設ける記載がある

	減点内容
	十分な記載がない


